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はじめに
陸水中の塩化物イオンは温泉の流入や人為的な汚染
がない場合，ほとんどが海塩由来と考えることができ
る(半谷)。富山県内におけるナトリウムイオンや塩化
物ｲｵﾝなどの海塩成分の湿性沈昔には,冬期に多く
夏期に少ないという明確な季節変化があり，富山市内
での観測では年間沈着量の8割以上が冬期に沈着する
（朴木l990a,1993)。これは石川県など他の日本海側
地域でも同様に観測されている（北村1998)。
富山県では地理的な位置関係から冬期の北西季節風
は石川県を通過して到達するため，各酸性雨観測点の
データを比較すると，ナトリウムイオン，塩化物イオ
ンの湿性沈着量は石川県と比較して富山県の方が少な
い傾向が見られる｡その影響と考えられる現象として，
富山県内河川の塩化物イオン濃度は石川県，新潟県の
河川に比較して低い点があげられる（小林1960)。
そこで本調査では，降水中の塩化物イオン濃度が陸
水の塩化物イオン濃度にどう反映されているかをさら
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に詳しく知る目的で，集水面積が比較的狭いと考えら
れる山地・丘陵地の湧水の水質を調査し，塩化物イオ
ン濃度と海岸線からの距離との関係を検討した。
調査地点
調査は石川県羽咋市から富山県氷見市にかけての山
地･丘陵地，氷見市島尾地区の二上山に連なる丘陵地・
富山市・婦中町の境界にある城山，および，大山町上
滝地内の段丘の湧水や小河川について行った（図1）。
ST､1は羽咋市白瀬町地内の山中で斜面の凹地より
湧水が湧き出ている｡ST2は石川県との県境付近にあ
る氷見市天狗林運動公園内にある水抜き水路で，道路
面から10m程上部の湧水を集水したものである。ST
3は同じく天狗林運動公園内の道路横法面の水ぬきパ
イプのものである。ST4は氷見市谷屋にある国道16§
号線のチェーン装着場近くの湧水で，崖斜面と平坦面
の接する位置にあり，崖泉と考えられる。ST,5は氷見
市朝日山にある上日寺の観音菩薩霊水である。これは
富山県が指定している「富山の名水」の一つで，上日
寺の由来を考えれば千年以上の歴史があるものと考え
られる。これも丘陵斜面と平坦面の接する位置にあり、
崖泉の一種と考えられる｡ST､6は氷見市宮田地区の丘
陵部の湧水で，トンボのため池として知られている乱
橋池の南西側にある｡ST､7は婦中町の朝日滝である。
ST､8は大山町上滝の段丘中腹にある中の寺霊水で,こ
れも富山県の指定した「富山の名水」の一つである。
調査方法・分析方法
調査に際して現場で水温，電気電導度，PH，溶存酸
素を測定後，ポリエチレン瓶に試料水を採取し，実験
室で各溶存成分濃度を測定した。測定項目と分析方法
は以下のとおりである。
水温：サーミスタ温度計
電気電導度：電気電導度計(堀場ES-14型）
溶存酸素：溶存酸素計(YSI51B型）
PH：比色法（現場）
ガラス電極法（実験室堀場D－l4型）
総アルカリ度：0．01N塩酸による中和滴定法（MR
混合指示薬使用）
陽イオン成分：イオンクロマトグラフ（除去カラム
無し）
陰イオン成分：イオンクロマトグラフ（同上）
ただし
陽イオン成分：ナトリウムイオン,カリウムイオ
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陰イオン成分：塩化物イオン，硫酸イオン,硝酸
イオン，亜硝酸イオン
溶性ケイ酸：モリブデン黄法（JISK102-l986）
低かった。
そのほか，硫酸イオンでは，氷見市天狗林の水抜き
パイプからの水の45.39mg/1が最も高く，次いで城山
朝日滝が23.43mg/lと高かった。城山朝日滝の水質は
朴木（1994）と同程度であった。
結果
各調査地点の分析値を表lに示す。各湧水の電気電
導度はSt2の氷見市天狗林運動公園の斜面湧水の8q
4〃S/cmが最低で，St､5の氷見市の上日寺観音菩薩霊
水の570〃S/cmが最大であった。観音菩薩霊水の電気
電導度が高い理由はカルシウムイオン濃度と総アルカ
リ度が非常に高いためで，集水域内に石灰石を含んだ
地層があるものと思われる。
海塩由来の塩化物イオン濃度は，今回の調査では，
氷見市谷屋，上日寺の観音菩薩霊水が最も高く，次い
で，石川県の海岸線に近い羽咋市白瀬地区の湧水，氷
見市天狗林運動公園内の湧水と水抜きパイプの水の順
に濃度が高かった。氷見市宮田では富山湾の海岸線に
非常に近いにもかかわらず塩化物イオン濃度は比較的
考察
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図2海岸線からの距離と塩化物イオン濃度の関係
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付近の海岸線までの距離と湧水中の
塩化物イオン濃度の関係示したもの
である。氷見市天狗林では濃度がや
や低く，氷見市谷屋，上日寺観音菩
薩霊水でやや高くなっているが，富
山市城山，大山町中の寺では濃度が
低く，石川県から南東に向かうにつ
れて濃度が低下している。氷見市内
で濃度が高いのは，富山湾からの輸
送，特に，海陸風による輸送が寄与
している可能性がある。
図3は調査した結果から得られた
トリリニアダイアグラム，図4はヘ
キサダイアグラムである。調査した
水は上日寺観音菩薩霊水のみ炭酸水
素カルシウム型の組成であった。
また，ヘキサダイアグラムで見る
と氷見市上日寺観音菩薩霊水のカル
シウムイオン濃度，総アルカリ度の
高さがよくわかる。
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